
 
 
 

今
か
ら
三
十
数
年 

前
、証
券
マ
ン
の
友 

人
が
「
今
迄
は
金
の 

あ
る
処
に
金
が
集 

ま
る
と
言
わ
れ
て 

い
た
が
、
こ
れ
か
ら 

は
情
報
の
在
る
所

に
金
が
集
ま
る
時
代
」
と
言

っ
た
。
成
る
程
そ
の
後
、
情

報
は
産
業
に
な
り
、
貧
富
の

差
が
拡
大
し
た
。 

情
報
機
器
の
目
覚
し
い

開
発
と
、
約
二
十
年
前
に
世

界
中
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

網
が
張
り
廻
ら
さ
れ
、
今
で

は
瞬
時
に
し
て
世
界
中
の
殆

ど
の
情
報
が
手
に
入
る
。
携

帯
電
話
は
多
機
能
情
報
端

末
機
器
と
さ
え
言
わ
れ
る

が
、
そ
の
利
便
性
と
同
時
に 

弊
害
も
生
ま
れ
、
国
家
の
極

秘
情
報
が
ネ
ッ
ト
上
で
暴
露

さ
れ
た
り
、
大
学
の
入
試
で

カ
ン
ニ
ン
グ
や
相
撲
の
八
百

長
の
手
段
に
使
わ
れ
た
り
も

す
る
。 

 

最
近
の
中
近
東
で
の
革
命

の
波
は
、
若
者
の
間
に
ネ
ッ

ト
が
普
及
し
た
こ
と
が
、
引

き
起
し
た
と
さ
れ
る
。
情
報

に
は
国
家
を
引
っ
く
り
返
す

程
の
力
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

受
け
取
る
側
に
風
評
や
ニ
セ

情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
的
確

な
判
断
が
必
要
と
な
る
。 

 

こ
の
度
の
東
北
地
方
大
地

震
で
は
、
情
報
網
が
壊
れ
て

必
要
な
情
報
が
伝
わ
ら
ず
大

混
乱
が
生
じ
た
。
折
角
の
多

機
能
端
末
も
、
一
斉
に
使
用 

     

さ
れ
る
と
回
線
が
パ
ン
ク
し

て
不
通
に
な
る
。
正
し
い
情

報
が
伝
わ
ら
な
い
と
色
々
な

憶
測
や
疑
惑
を
生
じ
、
混
乱

に
輪
を
か
け
る
。 

我
々
は
如
何
に
日
常
生

活
の
多
く
を
、
電
気
に
頼
っ

て
生
活
し
て
い
る
か
、
停
電

す
る
と
、
通
信
ば
か
り
で
な

く
交
通
機
関
、
照
明
、
暖
房
＊

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
々
、
数
え

切
れ
な
い
不
便
が
生
じ
る
。 

  

こ
れ
か
ら
も
暫
く
の
間

は
原
子
力
発
電
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
思
う
が
、
も
っ

と
安
全
な
発
電
方
法
が
開

発
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。 

（
や
ぶ
に
ら
み) 

                

こ
の
駿
河
台
界
隈
は
、
江

戸
時
代
に
は
ほ
と
ん
ど
が
旗

本
屋
敷
で
あ
り
、
南
の
神
田

錦
町
は
広
大
な
火
除
空
地
で

あ
っ
た
。
こ
の
広
大
な
敷
地

に
江
戸
時
代
か
ら
学
校
が
立

ち
始
め
た
。
安
政
三
年
（
一

八
五
六
）
に
は
九
段
下
に
蕃

所
調
所
が
で
き
、
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
神
田
錦
町
の
一

ツ
橋
門
外
に
移
っ
て
洋
学
調

所
と
な
っ
た
。
明
治
二
年
（
一

八
六
九
）
大
学
南
校
（
後
の

東
大
）
と
な
り
、
近
所
に
は

外
国
語
学
校
（
東
外
大
）
や

商
業
学
校
（
一
橋
大
）
な
ど

が
出
来
た
。 

こ
の
官
立
学
校
の
教
師
は

南
の
大
手
町
に
住
む
官
員
で 

                        

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

お
願
い
で
す 

「
あ
お
い
通
信
」
は
、
皆

様
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
担
当
飯
島
迄
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。 

学
部
と
明
治
大
学
の
間
に
位

置
す
る
。
創
業
は
昭
和
二
九

年
（
一
九
五
四
）
で
建
物
は

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）

の
建
築
の
も
の
を
使
用
し
て

い
る
。
今
で
も
富
士
山
や
秩

父
連
山
が
見
渡
せ
、
昔
か
ら

「
文
化
人
ホ
テ
ル
」
と
し
て
有

名
。
池
波
正
太
郎
や
山
口
瞳

な
ど
著
名
な
作
家
達
が
カ
ン

ヅ
メ
に
な
っ
て
作
品
を
仕
上

げ
た
。 

       

幕
末
の
三
剣
士
の
一
人
千

葉
周
作
の
道
場
、
玄
武
館
が

神
田
お
玉
が
池
（
今
の
岩
本

町
）
に
開
設
さ
れ
た
。
教
え

方
は
分
か
り
易
く
合
理
的
で

門
弟
三
千
人
と
も
言
わ
れ
大

繁
盛
し
た
。
桃
井
春
蔵
の
士

学
館
、
斉
藤
弥
九
郎
の
撃
剣

館
と
並
ん
で
江
戸
の
三
大
道

場
と
言
わ
れ
、
弟
子
に
は
坂

本
竜
馬
、
清
川
八
郎
、
海
保

帆
平
ら
な
ど
が
い
た
。
お
玉

が
池
端
で
は
、
漢
学
の
東
条

一
堂
の
遥
池
塾
と
玄
武
館
が

隣
り
合
わ
せ
だ
っ
た
の
で
、

「
右
文
尚
武
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
弟
子
集
め
を
行
っ

た
。 

（
次
回
は
本
郷
界
隈
） 

年
（
一
八
九
六
）
創
立
、
主
に

社
会
を
風
刺
し
た
壮
士
芝
居
、

書
生
芝
居
を
上
演
し
た
。
明
治

三
四
年
（
一
九
〇
一
）
改
良
座

と
名
前
を
変
え
た
が
、
客
の
入

り
は
よ
く
な
く
、
経
営
難
と
な

り
わ
ず
か
七
年
で
閉
演
し
た
。 

東
京
座
は
明
治
三
〇
年

（
一
八
九
七
）
に
開
演
、
三
座

の
中
で
は
一
番
大
き
く
て
二

千
人
以
上
が
座
れ
る
客
席
が

あ
っ
た
。
市
川
猿
之
助
な
ど
の

歌
舞
伎
や
高
田
実
一
座
の
新

派
を
上
演
し
た
。
お
と
ぎ
話
を

劇
化
し
た
「
お
と
ぎ
芝
居
」
な

ど
も
人
気
を
呼
び
、
東
京
五
大

劇
場
の
一
つ
と
も
言
わ
れ
た

が
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に

廃
座
と
な
っ
た
。 

東
京
歯
科
大
学
と
水
道
橋

駅
東
口
に
挟
ま
れ
た
古
い
神

社
が
三
崎
稲
荷
神
社
で
あ
る
。

 

鎌
倉
時
代
に
創
建
さ
れ
、
当

初
は
神
田
山
の
上
に
あ
っ
た
。

神
田
山
が
埋
め
立
て
の
為
切

り
崩
さ
れ
た
際
に
低
地
（
今
の

三
崎
町
六
辻
）
に
移
さ
れ
、
更

に
講
武
所
が
出
来
る
際
に
神

田
川
の
堤
防
の
上
（
水
道
橋
駅

ガ
ー
ド
近
く
）
に
祀
ら
れ
た
。

そ
し
て
明
治
二
八
年
（
一
八
九

五
）
、
甲
武
鉄
道
が
万
世
橋
ま

で
延
長
す
る
こ
と
に
よ
り
現
在

地
に
移
転
し
た
。
万
世
橋
は
、

万
治
元
年
（
一
六
六
〇
）
に
三

崎
橋
か
ら
お
茶
の
水
を
経
て

隅
田
川
ま
で
運
河
が
東
西
に

掘
ら
れ
た
際
、
こ
の
神
田
上
水

の
上
に
南
北
に
流
れ
る
神
田

上
水
の
樋
が
掛
け
ら
れ
、
幾
万

年
も
保
つ
よ
う
に
と
万
年
橋

の
名
前
が
つ
い
た
。 

 

駿
河
台
の
高
台
に
立
つ
ク

ラ
シ
ッ
ク
な
ホ
テ
ル
は
「
山
の

上
ホ
テ
ル
」
で
、
日
大
理
工  

あ
っ
た
。
こ
の
教
師
を
あ
て

に
北
の
神
田
に
私
立
の
法
律

学
校
が
次
々
誕
生
し
た
。
こ

う
し
て
学
生
と
教
師
が
数
多

く
住
む
よ
う
に
な
っ
た
為
、

大
量
の
書
物
に
対
す
る
需
要

が
発
生
し
、
本
屋
が
増
え
た

の
で
あ
る
。 

当
時
本
は
貴
重
品
で
読
み

捨
て
は
な
く
、
古
く
な
っ
て

も
利
用
し
た
の
で
、
二
次
使

用
の
為
の
古
本
屋
が
誕
生
し

た
。
多
く
の
本
屋
が
北
向
き

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
日
差

し
で
本
を
傷
め
な
い
為
で
あ

る
。
江
戸
時
代
、
Ｊ
Ｒ
水
道

橋
駅
南
の
小
川
講
武
所
の
あ

っ
た
地
域
は
、
明
治
に
な
っ

て
陸
軍
練
兵
場
と
な
っ
た
。 

こ
の
広
大
な
土
地
は
、
明

治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
三

菱
会
社
に
払
い
下
げ
ら
れ
、

三
菱
は
中
心
地
区
を
商
業
と

娯
楽
の
町
と
し
て
開
発
し
、

三
つ
の
芝
居
小
屋
が
公
演
を

競
い
合
っ
た
。
寄
せ
太
鼓
の

賑
や
か
な
音
が
響
く
芝
居
町

の
賑
わ
い
は
大
正
時
代
ま
で

続
い
た
。 

三
崎
座
は
明
治
二
四
年
に

開
演
、
小
規
模
な
が
ら
、
日

本
で
始
め
て
の
座
付
女
優
に

よ
る
芝
居
興
行
で
有
名
に
な

っ
た
。
関
東
大
震
災
で
焼
け

て
し
ま
っ
た
が
、
再
建
後
神

田
劇
場
と
名
前
を
変
え
、
昭

和
初
期
ま
で
存
続
し
た
。 

川
上
座
は
「
オ
ッ
ペ
ケ
ぺ

ー
節
」
で
有
名
な
新
派
俳
優

の
川
上
音
次
郎
が
明
治
二
九 
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て
、
最
後
の
花
を
精
一
杯
咲

か
せ
ま
し
ょ
う
。
決
し
て
年

と
っ
た
と
思
わ
な
い
で
。
ま

だ
若
い
の
よ
。｣

と
聞
か
さ
れ

て
い
た
と
い
う
。 

 

五
〇
歳
半
ば
、
年
と
っ
た

な
ア
と
悲
観
的
な
考
え
が
頭

を
過
り
、
大
き
な
希
望
な
ど

持
ち
よ
う
も
な
い
気
分
だ
っ

た
私
は
、
「
え
ッ
、
あ
の
堀

辰
雄
の
風
立
ち
ぬ
の
富
士
見

高
原
に
行
く
？
連
れ
て
行
っ

て
！
」
と
言
う
事
に
な
り
明

く
る
日
早
速
中
央
線
へ
。 

 

駅
前
に
、
当
時
と
し
て
は

珍
し
い
外
車
が
停
ま
り
紅
顔

の
美
青
年
が
に
こ
に
こ
し
て

立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
出
迎

え
付
と
、
早
速
乗
り
込
み
出

発
。
勿
論
、
私
は
彼
と
初
対

面
だ
。
や
が
て
富
士
見
高
原

サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
前
で
徐
行 

               

交
流
の
機
会
が
少
な
く
な
っ

て
か
ら
の
現
住
居
の
た
め
、

隣
近
所
に
知
り
合
い
が
無

く
、
〝
閉
じ
こ
も
り
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
地
域
の
人
た

ち
と
の
交
流
を
通
じ
て
地
域

の
情
報
も
得
ら
れ
る
の
で
、

是
非
通
っ
て
楽
し
ん
で
ほ
し

い
〟
と
妻
に
も
勧
め
ら
れ

た
。
今
で
は
等
身
大
の
生
活

に
戻
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て

い
る
。 

老
夫
婦
二
人
だ
け
の
生
活

の
中
で
は
こ
れ
と
い
っ
た
話

題
も
な
く
、
と
言
っ
て
未
知

の
時
間
を
想
像
す
る
の
も
難

し
く
、
老
い
た
頭
脳
を
活
性

化
す
る
と
と
も
に
癒
し
に
も

な
っ
て
い
る
の
は
デ
ジ
カ
メ

と
パ
ソ
コ
ン
。 

デ
ジ
カ
メ
で
撮
っ
た
画
像

を
パ
ソ
コ
ン
に
転
入
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
送
受
信
し
た
り
、
古 

                 

い
写
真
を
復
元
し
て
ア
ル
バ

ム
作
製
し
た
り
、
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
Ｗ
Ｗ 

Ｅ
、
懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
、

カ
ラ
オ
ケ
等
を
楽
し
み
ス
カ

イ
プ
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

留
学
中
の
孫
と
国
際
電
話
を

す
る
等
々
、
私
た
ち
に
と
っ

て
今
で
は
無
く
て
は
な
ら
な

い
生
活
必
需
品
で
あ
る
。 

           

東
久
留
米
駅
「
富
士
見
テ
ラ
ス
」 

か
ら
の
眺
望
。 

（
本
人
撮
影
） 

 

郷
し
た
。 

私
た
ち
の
見
た
事
の
な
い

世
界
、
竜
宮
城
を
見
せ
て
貰

っ
た
。
今
は
、
あ
の
撮
影
所

も
な
く
な
り
、
御
一
行
様
は

今
い
ず
こ
。
あ
の
別
荘
の
青

年
も
全
く
思
い
が
け
な
く

早
々
と
天
国
へ
。
残
っ
た
の

は
友
達
と
私
の
二
人
丈
。 

              

し
て
く
れ
た
の
で
、
真
っ
白 

く
塗
ら
れ
た
木
造
を
、
私
は

し
っ
か
り
と
目
に
焼
き
つ
け

た
。
更
に
少
し
行
っ
て
広
大

な
庭
の
、
趣
き
の
あ
る
別
荘

に
着
い
た
。 

            

彼
の
手
造
り
と
言
う
妙
な

サ
ウ
ナ
に
彼
女
と
入
り
サ
ッ

パ
リ
。
い
よ
い
よ
今
晩
の
す

き
焼
き
の
支
度
に
入
る
と
門 

               

あ
れ
は
大
分
前
の
秋
の
日

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
友
達
の

一
人
も
一
水
会
の
委
員
の
深

沢
紅
子
先
生
に
就
い
て
、
こ

れ
も
一
心
不
乱
の
勉
強
ぶ

り
。 そ

の
彼
女
が
来
宅
し
て
、

い
き
な
り｢

富
士
見
高
原
の
友

達
の
別
荘
に
遊
び
に
行
か
な

い
？ 

誰
か
友
達
を
誘
っ
て

来
い
と
い
わ
れ
た
の
。
だ
か

ら
一
緒
に
ネ｣

と
言
う
。 

彼
女
は
紅
子
先
生
に｢

女

は
五
～
六
〇
が
花
盛
り
、
子

供
も
夫
も
皆
、
自
分
を
持
っ

て
い
る
の
に
、
女
性
は
疲
れ

果
て
自
分
を
見
失
っ
て
い

る
。
自
分
を
し
っ
か
り
保
っ 

  

葵
友
の
会 

 
  

広
報
コ
ー
ナ
ー 

こ
の
度
発
生
し
ま
し
た

「
東
北
・
関
東
大
震
災
」
被

災
者
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
衷

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

さ
て
、
友
の
会
活
動
で
す

が
、
３
月
１
８
日
予
定
の
カ

ラ
オ
ケ
会
は
中
止
と
し
、
ま

た
、
同
日
開
催
予
定
の
総
会

は
順
延
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。 

今
後
の
日
程
は
、
改
め
て

ご
案
内
致
し
ま
す
。 

 

こ
の
災
害
は
、
当
面
収
束 

す
る
気
配
を
見
せ
て
お
り
ま 

せ
ん
が
、
私
共
「「
葵
友
の 

会
」
は
、「
敢
え
て
」
前
向 

き
に
活
動
し
て
行
き
た
い
と 

思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い 

し
ま
す
。 

（
事
務
局
長
） 

私
達
の
全
く
知
ら
な
か
っ
た

竜
宮
城
の
楽
し
か
っ
た
り
、

驚
い
た
り
の
一
日
。 

あ
の
時
以
来
、
私
は
焼
酎 

の
牛
乳
割
り
を
毎
日
少
し
ず

つ
飲
ん
で
い
る
。 

世
の
中
は
全
く
広
い
と
、

今
更
の
様
に
感
じ
る
こ
の
頃

で
あ
る
。 

               

    

万 

里 

の 

長 

城 

高
橋 

カ
ツ 

一
．
八
達
嶺
の
山
な
み
が
（
ハ
ッ
タ
ツ
レ
イ
） 

 
 

 

雲
の
彼
方
に
連
な
る
と
こ
ろ 

 
 

 

万
里
の
長
城
は
遥
か
に
続
く 

 
 

秦
の
始
皇
帝
の
以
前
よ
り 

 
 

 

杳
き
歴
史
を
語
る
が
如
く
（
ト
オ
キ
） 

 
 

 

延
々
と
連
な
る
。 

二
．
烽
火
台
に
佇
て
ば
（
タ
テ
バ
） 

 
 

 

古
の
人
々
の 

 
 

 

血
と
汗
の
労
苦
の
た
め
息
が 

 
 

か
す
か
に
聞
こ
え
て
来
る
か
の
や
う
に 

 
 

 

愛
す
る
妻
子
や
親
を
後
に
し 

 
 

 

遠
く
故
郷
を
離
れ
来
て 

 
 

 

こ
の
長
城
を
築
き
し 

 
 

当
時
の
幾
百
万
の
民
の
嘆
き
が 

 
 

 

こ
も
っ
て
い
る
か
の
や
う 

三
．
今
平
和
裡
に 

 
 

 

あ
ま
た
の
国
の
人
々
が 

 
 

 

蟻
の
如
く
に 

 
 

 

こ
の
長
城
に
登
り
又
下
る 

 
 

急
勾
配
の
斜
面
に
佇
て
ば 

 
 

 

只
感
無
量 

 
 

 

昔
を
偲
び
涙
し
つ
つ 

 
 

 

ふ
り
返
り
つ
つ
く
だ
り
来
た
り 

 
葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

た
。 

 

入
院
体
験
の
目
的
は
達
成

し
た
が
、
食
事
の
不
味
さ
と 

時
間
に
拘
束
さ
れ
た
日
々
に

は
懲
り
ご
り
だ
っ
た
。 

幸
い
言
語
、
手
足
に
後

遺
症
は
な
く
、
朝
寝
を
楽
し

み
、
昼
寝
も
し
、
大
河
ド
ラ

マ
も
欠
か
さ
ず
見
て
、
三
度

の
食
事
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂

れ
＊
人
並
み
に
三
時
の
お
茶

請
け
を
楽
し
み
、
平
均
寿
命

を
過
ぎ
た
。
〝
余
生
は
大
切

な
妻
と
こ
ん
な
生
活
も
許
さ

れ
て
良
い
の
で
は
〟
と
思
い

な
が
ら
何
と
な
く
そ
の
日
そ

の
日
が
過
ぎ
、
そ
れ
が
続
い

て
い
る
よ
う
な
毎
日
を
過
ご

し
て
い
た
。 

昨
年
三
月
、
区
役
所
か

ら
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
支
援

計
画
で
「
葵
」
で
元
気
を
貰

っ
た
ら
と
言
わ
れ
た
。
社
会 

                     

入
院
す
る
ほ
ど
の
病
気
も

怪
我
も
せ
ず
傘
寿
を
迎
え

た
。 ず

ぼ
ら
で
飽
き
っ
ぽ
い
性

格
だ
っ
た
か
ら
ス
ト
レ
ス
が

少
な
い
。
そ
れ
が
健
康
に
プ

ラ
ス
だ
っ
た
と
思
っ
て
い

る
。 何

時
か
痛
く
な
い
病
気
か

怪
我
で
入
院
し
て
み
た
い
等

と
罰
当
た
り
の
事
を
思
っ
て

い
た
ら
、
高
齢
者
検
診
の
結

果
、
念
の
た
め
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で

「
隠
れ
心
筋
梗
塞
」
と
診
断
さ

れ
、
カ
テ
ー
テ
ル
風
船
手
術

で
冠
動
脈
に
ス
テ
ン
ト
三
本

留
置
し
て
九
死
に
一
生
を
得 

               

近
代
機
器
を
利
用
し
て 

 

傘
寿
を
等
身
大
で
楽
し
む 

 
 
 
 
 

田
中 

幸
太
郎 

の
と
こ
ろ
に
ラ
イ
ト
バ
ン
が

停
ま
り
、
中
か
ら
ワ
イ
ワ
イ

ガ
ヤ
ガ
ヤ
賑
や
か
な
男
達
が

出
て
来
て
、
玄
関
で｢

来
た
ぞ

う
！
！｣

と
怒
鳴
っ
て
入
っ
て

来
た
。
私
達
、
そ
ん
な
来
訪

者
の
こ
と
は
何
も
聞
い
て
い

な
い
の
で
驚
い
た
。「
ワ
ー
、

す
き
や
き
だ
ア
」
と
喜
び
の

声
。
や
が
て
御
一
行
様
は
、

大
泉
に
あ
っ
た
撮
影
所
の
監

督
、
助
監
督
の
連
中
と
分
か

っ
た
。
上
等
の
焼
酎
二
本
の 

お
土
産
…
。
そ
れ
か
ら
が
大

騒
ぎ
。
一
升
瓶
二
本
を
持
っ

て
隣
の
牧
場
の
牛
乳
を
買

い
、
す
き
焼
き
パ
ー
テ
ィ
の

は
じ
ま
り
。
大
鍋
の
す
き
焼

は
見
る
見
る
か
ら
っ
ぽ
！ 

そ
の
時
、
監
督
の
方
が

「
貴
女
も
い
か
が
？｣

と
言
っ

て
、
焼
酎
の
牛
乳
割
り
を
勧 

                   

老
春
と
焼
酎 

 
 
 
 

 

川
上 

靖
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

貞
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

廣
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

匡
子 

め
て
下
さ
っ
た
。
焼
酎
も
飲

ん
だ
事
も
な
い
の
に
と
、
一

口
な
め
て
見
て
ビ
ッ
ク
リ
！

と
て
も
ト
テ
モ
お
い
し
い
。

い
つ
ま
で
も
お
邪
魔
し
て
も

と
、
友
達
と
部
屋
に
帰
り
寝

て
し
ま
っ
た
。 

翌
朝
私
達
が
起
き
て
来
た

時
、
御
一
行
様
は
私
達
に
よ

ろ
し
く
と
言
っ
て
帰
ら
れ
た

由
。 私

達
は
そ
れ
か
ら
彼
の
ア

ト
リ
エ
を
拝
見
。
こ
れ
に
も 

驚
い
た
。
広
い
ア
ト
リ
エ
の

中
は
仁
王
様
の
絵
ば
か
り
。

そ
れ
も
一
五
〇
号
位
。
方
々

の
お
寺
で
頼
ま
れ
て
描
い
て

る
と
の
事
。
そ
れ
か
ら
八
ケ

岳
の
小
品
を
二
枚
描
い
て
帰 

              

堀辰雄自身も
入院していた
サナトリウム。 
現在は資料館
である。 → 

富士見高原のユリ 

群生地 
← 


